
ビデオ活用事例

最終講義
研究紹介video@icer.kyushu-u.ac.jp

欠席者向けの課題用
復習・補講用に！

お問い合わせ

教材開発センター

092-802-6107

反転授業
アクティブラーニング

などの

実験・実習などの
記録

学生・一般視聴者に向けた

ラーニング

裏面をチェック
6107

担当:
内線番号

田中

申し込むだけ
撮影、編集、配信まで、

全ての工程をサポートします！

お急ぎの場合はご相談ください
納品は基本3週間

すべて

ICER（教材開発センター）は
九大における教材制作を
サポートいたします。

無料
撮影の1ヶ月前から対応可能
それ以外はご相談ください

撮影依頼

e

公開までの流れ
ビデオ



電話もしくはメールをお送りください。
担当者が、撮影場所や撮影方法、編集方針、スケジュールなどの確認をいたします。

ヒアリングで決まった場所にお伺いいたします。

ヒアリング1. 

2. 

3. 撮影   収録

4. 編集   検収

5. 公開

公開用URLをお知らせ致します

video@icer.kyushu-u.ac.jp
092-802-61076107内線番号

サイト内の注意事項を、確認の上で、
エクセル形式の専用依頼書に記述して、提出して頂きます。

依頼書の提出

https://www.icer.kyushu-u.ac.jp/flows

教材開発センター

田中担当

力を発揮するカメラです。
グループ学習の撮影などに

度カメラ360

ドローン

スタジオ撮影
TV局と同様の合成技術や
大型モニタを使った臨場感
のある撮影が可能です。

先生の動きをAIカメラが
自動で追尾します。

カメラAI

OSMO

レコーダーIC
講義内容を細大漏らさず
高音質で録音します。

※総長の許可が必要になります
上空から撮影が可能です

通
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ICERは九大における教材制作をサポートいたします
九州大学附属図書館付設教材開発センター 092-802-6107 九大 icer 検索

撮影の3週間前にはご相談ください
ビ デ オ 公 開 のま で 流 れ

ある映像を撮影できます。
手ブレすることなく、動きの

こちらで編集したものをご確認して頂きます。
修正点などありましたら、再度編集し、ご確認頂きます。

基本は3週間になります。
お急ぎの場合は、ヒアリング時にご相談ください。

依頼書に記載した方法でビデオを公開します。
九大Youtubeチャンネル（一般公開もしくは限定公開）
九州大学Moodle（学内限定）
そのほか、ICERのHP、QOCW、iTuneUなどにも公開可能です。
制作したビデオはパソコンやスマートフォンで視聴できます。


